
閉
学
式
に
は
、
工
藤
正
義

学
長
、
元
専
修
短
大
教
職

員
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
卒
業
生
な
ど
短
大
関
係
者

が
参
列
し
た
。ま
た
、学
校
法

人
専
修
大
学
か
ら
は
日
髙
義

博
理
事
長
、
坂
田
隆
石
巻
専

修
大
学
長
を
は
じ
め
法
人
役

員
が
参
列
。
髙
橋
幹
夫
美
唄

市
長
、
内
馬
場
克
康
美
唄
市

議
会
議
長
、
岸
本
邦
宏
美
唄

商
工
会
議
所
会
頭
・
専
修
大

学
北
海
道
短
期
大
学
後
援
会

長
、
李
東
陽
中
国
黒
竜
江
農

業
職
業
技
術
学
院
長
、
甘
竹

秀
雄
校
友
会
長
、
藤
井
英
昭

美
唄
市
副
市
長
、
鈴
木
俊
幸

専
修
大
学
北
海
道
連
合
校
友

会
長
、
英
伴
専
修
大
学
北
海

道
短
期
大
学
同
窓
会
長
ら
が

来
賓
と
し
て
参
列
し
、
出
席

者
は
４
８
０
人
に
上
っ
た
。

日
髙
理
事
長
は
「
卒
業
生

が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
社

会
と
連
携
を
と
り
、
専
修
人

と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を
持

っ
て
、
社
会
で
活
躍
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
強
く
祈
念
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
工
藤
学
長
は
「
４５

年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、

皆
様
方
の
ご
支
援
に
よ
り
１

万
２
０
６
８
人
の
卒
業
生
を

世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
今

日
は
、
ご
来
賓
・
地
域
の
皆

様
・
卒
業
生
が
こ
ん
な
に
大

勢
お
集
ま
り
い
た
だ
き
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
我

々
が
専
修
短
大
で
行
っ
て
き

た
４５
年
間
の
教
育
は
間
違
っ

て
い
な
か
っ
た
。
開
学
の
と

き
に
、
農
業
機
械
科
の
助
手

と
し
て
採
用
さ
れ
た
私
の
目

か
ら
見
た
専
修
短
大
の
歴
史

の
珠
玉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
振
り
返
っ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
に
移
り
、

髙
橋
美
唄
市
長
が
「
こ
れ
ま

で
の
輝
か
し
い
伝
統
と
歴
史

は
、
卒
業
生
の
方
々
に
必
ず

や
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

岸
本
短
大
後
援
会
長
お
よ
び

李
東
陽
黒
竜
江
農
業
職
業
技

術
学
院
長
ら
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
美
唄
市
並
び
に
専
修

大
学
北
海
道
短
期
大
学
後
援

会
に
日
髙
理
事
長
と
工
藤
学

長
か
ら
長
年
の
支
援
・
尽
力

に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
工
藤
学
長
か

ら
日
髙
理
事
長
に
校
旗
の
返

納
が
行
わ
れ
、
校
歌
を
斉
唱

し
て
式
典
の
幕
を
閉
じ
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
、
美
唄
ホ

テ
ル
ス
エ
ヒ
ロ

に
会
場
を

移

し
、
日
髙
理
事

長
、
甘
竹
校
友

会
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
工

藤
学
長
が
映
像

を
交
え
て
専
修

短
大
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
。
英

同
窓
会
長
の
発
声
で
乾
杯
の

あ
と
、
卒
業
生
の
木
下
忠
行

さ
ん
（
昭
５５
農
業
機
械
）
は

「
北
短
卒
業
後
、
野
球
部
の

監
督
を
務
め
、
実
験
・
実
習

の
指
導
も
行
い
、
学
生
た
ち

か
ら
『
木
下
先
生
』
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
た

ち
卒
業
生
の
心
の
中
に
は
、

一
生
こ
の
北
短
は
残
る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

今
野
秀
彰
さ
ん
（
平
１２

商
）
は
「
生
き
る
力
と
か
け

が
え
の
な
い
仲
間
を
作
っ
た

と
い
う
こ
と
が
私
に
と
っ
て

の
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
柔
道
部
で
は
、
素
晴
ら

し
い
先
輩
や
後
輩
に
恵
ま
れ

ま
し
て
心
と
体
を
磨
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
学

ん
だ
�
北
短
魂
�
を
こ
れ
か

ら
も
皆
様
と
と
も
に
持
ち
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

最
後
に
齊
藤
政
昭
さ
ん

（
昭
４８
農
業
土
木
）
に
よ
る

「
北
短
あ
り
が
と
う
」
エ
ー

ル
が
元
教
職
員
へ
送
ら
れ
、

田
中
貞
美
専
修
大
学
北
海
道

短
期
大
学
名
誉
教
授
の
万
歳

三
唱
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
た
。

卒
業
生
・
元
教
職
員
ら

は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
記
念

撮
影
や
思
い
出
話
を
語
り
合

い
、
１
万
２
０
６
８
人
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
専

修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
の

閉
学
を
惜
し
む
声
が
多
く
聞

か
れ
た
。

地
域
や
市
民
と
と

も
に
成
長
し
発
展
し

て
き
た
大
学
で
あ

り
、
市
民
向
け
の
公

開
講
座
や
、
体
育
館

を
開
放
し
て
い
た
だ

き「
地
域
に
い
つ
も
語
り
か
け
て
き
た
大
学
」「
元

気
を
く
れ
た
大
学
」
「
大
学
の
新
し
い
顔
」
を
築

い
て
く
れ
た
と
い
う
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。
閉

学
は
大
変
残
念
で
す
が
、
卒
業
生
の
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

在
職
中
の
専
門
は

土
壌
肥
料
。
農
業
後

継
者
が
将
来
希
望
を

持
て
る
よ
う
な
農
業

に
つ
い
て
全
般
と
、

作
物
栽
培
技
術
を
教

え
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。
学
生
が
卒
業

し
て
、
農
業
の
道
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
有
機
無
農
薬
栽
培
の
農

場
運
営
で
は
、
学
生
と
教
職
員
が
協
力
し
た
こ
と

も
良
い
思
い
出
で
す
。

主な年譜

専修大学美唄農工短期大学として開学

農業機械科、農業土木科、農業経営科の３学科編成

校名を専修大学北海道短期大学に改称

土木科、商科、農業機械科に改組

専攻科（土木専攻、農業機械専攻）設置

開学１０年記念式典挙行（６／１８）

第１回中国人留学生受け入れ

造園林学科、経済科の２学科を増設し５学科体制

創立２０年記念式典挙行（９／１６）

専攻科（造園林学専攻）設置

創立３０周年記念式典挙行（７／１８）

黒竜江農業職業技術学院との交流覚書の調印式（１０／１６）

学科名称変更

土木科→環境システム科／農業機械科→農業科学科／造園林

学科→園芸緑地科

環境システム科・農業科学科・園芸緑地科→みどりの総合科

学科へ、商科・経済科→商経社会総合学科へ学科改組

みどりの総合科学科・商経社会総合学科 学生募集停止

第４４回卒業式を挙行（２／２３）

閉学式・閉学レセプション挙行（６／８）

年 度

１９６８（昭４３）

１９７３（昭４８）

１９７６（昭５１）

１９７７（昭５２）

１９８０（昭５５）

１９８３（昭５８）

１９８７（昭６２）

１９９２（平４）

１９９８（平１０）

２００２（平１４）

２００３（平１５）

２００６（平１８）

２０１１（平２３）

２０１２（平２４）

２０１３（平２５）

久
保
田

和
男
さ
ん

〝
北
短
魂
〟持
ち
続
け
る

レセプションレセプション

専修大学北海道短期大学の閉学式

が６月８日、同短大体育館で行わ

れ、４５年間の歴史に幕を閉じた。

（
美
唄
市
柔
道
連
盟
監
査
）

４５年の歴史に幕４５年の歴史に幕

地域に元気をくれた

▲ 恩師を囲んで和やかに歓談

成
田

保
三
郎
さ
ん

▲ 学生時代を懐かしむ卒業生

閉
学
式

閉
学
式

（
元
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
教
授
）

うれしい卒業生の活躍

▲ 開学当時の風景。左上は現在のキャンパスを歩く出席者たち

◆専修大学北海道短期大学 ４５年のあゆみ◆

北 海 道

短 期 大 学

北 海 道

短 期 大 学

▶

工
藤
学
長
（
左
）
か
ら
日
髙
理
事
長
へ
校
旗
を
返
納

（６）２０１３年（平成２５年）７月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５１４号


